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令和２年度 国際スポーツ大会誘致支援事業実施要綱 

 

２ オ 推 事 第 3 1 0 号  

令和２年 11月 30日制定  

 

（目的) 

第１条 この要綱は、都が、東京への国際スポーツ大会の誘致を促進するために行う、国

際スポーツ大会の誘致支援事業（以下「支援事業」という。）について、必要な事項を

定めることを目的とする。  

 

(用語の定義) 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定めるとおりと

する。 

 (1) 「公益財団法人日本オリンピック委員会の加盟競技団体」とは、公益財団法人日本

オリンピック委員会加盟団体規程第２条に規定する要件を全て満たし、公益財団法人

日本オリンピック委員会により加盟団体として認められたものをいう。 

 (2) 「公益財団法人日本スポーツ協会の加盟競技団体」とは、公益財団法人日本スポー

ツ協会加盟団体規程第２条第１号及び第３号に定める団体をいう。 

 (3) 「公益財団法人日本障がい者スポーツ協会の加盟競技団体」とは、公益財団法人日

本障がい者スポーツ協会定款第 52条３項に定める団体をいう。 

 (4) 「日本パラリンピック委員会の加盟競技団体」とは、公益財団法人日本障がい者ス

ポーツ協会定款第 46条に定める団体をいう。 

 

(支援対象大会) 

第３条 支援事業の対象となる国際スポーツ大会は、次の各号のいずれかに該当するもの

とする。 

 (1) 次の全ての要件を満たし、国内外から多くの観客・選手が集まり、東京のスポーツ

振興及び都市のプレゼンス向上、賑わいの創出等が期待される国際スポーツ大会 

  ア 東京都内での開催が予定又は決定されていること。 

  イ 国際統括競技団体（アジア連盟等を含む。）が主催又は公認等すること。 

  ウ 公益財団法人日本オリンピック委員会、公益財団法人日本スポーツ協会、公益財

団法人日本障がい者スポーツ協会、日本パラリンピック委員会の各加盟競技団体

（以下「各加盟団体」という。）が主催、共催又は主管等すること。 

  エ 観客数 10,000人以上又は参加国数 10か国以上が見込まれること。 

  オ 原則として、令和４年３月 31日までに開催地が決定すること。 

  カ 大会の開催時には、都と連携したスポーツ振興事業を実施すること（都民に対す

る観戦招待やアスリートとの交流等）。 
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 (2) 前号にかかわらず、特に必要と認められる国際スポーツ大会（東京都内での開催を

希望するものに限る。） 

２ 前項にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する大会は、支援の対象外とする。 

 (1) 大会の誘致・開催に当たり、都が開催都市として、この要綱に定めるもの以外の責

務（開催都市契約の締結、開催を支持する旨の公文書の作成（都に責任が生じるも

の）等をいう。）を負うことが予定されている大会 

 (2) 令和２年 12月 31日までに開催地が決定する大会 

 (3) 令和３年３月 31日までに開催する大会 

 

（支援対象団体） 

第４条 支援事業の対象となる団体は、支援対象大会の誘致活動を行い、開催地決定後に

は支援対象大会を開催する次の各号のいずれかに該当するものをいう。 

 (1) 各加盟団体 

 (2) 大会の開催準備及び運営に関する事業を目的として設立された法人（大会組織委員

会等） 

２ 前項にかかわらず、次の各号に該当する団体は、この要綱に基づく支援対象団体とし

ない。 

 (1) 暴力団（東京都暴力団排除条例（平成 23年東京都条例第 54号。以下「暴排条例」

という。）に規定する暴力団をいう。） 

 (2) 法人その他の団体の代表者、役員または使用人その他の従業者若しくは構成員に暴

力団員等（暴力団並びに暴排条例第２条第３号に規定する暴力団員及び暴力団関係者

をいう。）に該当する者があるもの 

 (3) 政治性又は宗教性のある事業を行う法人 

 (4) 法律、法律に基づく命令、条例及び規則等に違反している法人 

 

(支援内容) 

第５条 支援内容は別表１に掲げるものとする。 

２ 支援対象経費及び対象外経費は別表２に掲げるものとする。 

３ 別表１に定める経費の支援は、第９条第１項の協定に基づく分担金とする。 

 

(支援の申請) 

第６条 都の支援を受けようとする団体は、あらかじめ指定する期日までに「令和２年度

国際スポーツ大会誘致支援事業 支援申請書」（第１号様式）に関係書類を添えて都に提

出しなければならない。 

２ 前項の申請書に添える関係書類は、次のとおりとする。 

 (1) 事業計画書（第２号様式） 

 (2) 事業収支計画書（第３号様式） 

 (3) 誘致活動における支援対象経費の支出計画書（第４号様式） 
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 (4) 団体概要（第５号様式） 

 (5) 誓約書（第６号様式） 

 (6) 大会誘致に関する書類（国際統括競技団体への立候補書類等） 

 (7) 支援対象団体の定款、規約又はこれらに類するもの 

 (8) 支援対象団体の組織体制 

 (9) 支援対象団体の役員名簿 

 (10)直近における支援対象団体の財務諸表（貸借対照表、損益計算書、財産目録等） 

 (11)申請書に使用した印鑑の印鑑証明（ただし、申請日以前３か月以内に発行されたも

のに限る。） 

(12)その他都が必要と認める書類 

３ 支援事業の内容により都が必要がないと認めるときは、第１項の規定による申請書に

記載すべき事項の一部又は第２項の規定による関係書類の一部を省略することができ

る。 

 

(支援大会の選定) 

第７条 都は、申請のあった国際スポーツ大会について、別途定める選定委員会における

審査結果を踏まえ、予算の範囲内において支援大会を選定する。 

 

(審査結果の通知) 

第８条 都は、前条により行った審査結果を、「令和２年度国際スポーツ大会誘致支援事

業審査結果通知書」（第７号様式）により申請のあった全ての団体に対し通知する。 

 

（協定の締結） 

第９条 支援大会として選定された大会を主催・共催・主管等する各加盟団体、又は大会

の開催準備及び運営に関する事業を目的として設立された法人（以下「被支援団体」と

いう。）は、大会の誘致・開催に向けて都と相互に協力して取り組むことについて、都

と協定を締結する。 

２ 前項の場合において、都は、必要に応じて、被支援団体に対し追加書類の提出を求め

ることができる。 

 

(開催地の決定) 

第 10条 被支援団体は、支援大会の開催地が決定した場合、速やかに「国際スポーツ大

会開催地決定通知書」（第８号様式）により報告しなければならない。 

２ 前項により東京での開催が決定した場合には、都は、原則として、大会開催支援を行

うものとし、支援内容は別に定める。 

３ 第１項により東京以外での開催が決定した場合は、その時点で支援を終了する。 
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（分担金の減額） 

第 11条 都は、第５条第２項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当した場合

は、分担金の全部又は一部を減額することができる。 

 (1) 被支援団体が、事業計画書に記載する事項のうち全部又は一部を実施しなかったと

き。 

 (2) 被支援団体が、第９条に基づく協定に反して事務を処理したとき。 

 

（経理） 

第 12条 本事業の経理は、第６条第２項第２号に定める事業収支計画書に基づき、被支

援団体が行う。 

２ 被支援団体は、本事業の経費と他の経費とを区分して処理する。 

３ 都は、前項に定める本事業の経費について、被支援団体に対して随時、帳簿等の閲覧

を求めることができる。 

４ 被支援団体は、帳簿その他の関係書類を本事業の実施期間の属する都の会計年度終了

後、５年間保存しなければならない。 

 

（報告） 

第 13条 被支援団体は、開催地決定後、大会終了後又は都の事業年度終了後１月以内

に、事業報告書、収支報告書、分担金充当報告書その他都が必要と認めた書類を第９号

様式により都に提出する。 

 

（解除） 

第 14条 都は、被支援団体の事業運営において、都の支援対象事業として適正を欠く行

為があったときは、第９条に基づく協定を解除することができる。 

２ 前項の規定に基づき、都が協定を解除したことにより被支援団体に損害が生じても、

都は、その賠償の責めを負わない。 

 

（分担金の額の確定） 

第 15条 都は、第 13条の規定による書類の提出を受けた場合において、その内容を精査

し適正と認めたときは、分担金の額を確定し被支援団体に通知する。 

 

（分担金の返還） 

第 16条 都は、次の各号のいずれかに該当した場合は、期日を定めて分担金の一部又は

全部の返還を命じる。 

 (1) 都が第 11条の規定により分担金を減額した場合において、既に被支援団体にその

額を超える分担金が支出されているとき。 

 (2) 都が第 14条の規定により協定を解除した場合において、既に被支援団体に分担金

が支出されているとき。 
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（違約加算金または延滞金） 

第 17条 都が前条第１号又は第２号の規定により被支援団体に分担金の返還を命じた場

合（ただし、同条第１号の規定による場合は、被支援団体の責めによらずに第 11条第

１号に該当した場合を除く。）においては、被支援団体はその命令に係る分担金の受領

の日から納付の日までの日数に応じ、当該分担金の額（その一部を納付した場合におけ

るその後の期間については、既納額を控除した額）につき、年 10.95パーセントの割合

で計算した違約加算金（100円未満の場合を除く。）を納付する。 

２ 都が被支援団体に対し、分担金の返還を命じた場合において、被支援団体がこれを期

日までに納付しなかったときは、被支援団体は当該期日の翌日から納付の日までの日数

に応じ、その未納付額につき、年 10.95パーセントの割合で計算した延滞金（100円未

満の場合を除く。）を納付する。 

 

（延滞金及び違約加算金の計算） 

第 18条 都が前条第１項の規定により被支援団体に違約加算金の納付を命じた場合にお

いて、被支援団体の納付した金額が返還を命じた分担金の額に達するまでは、その納付

金額は、まず当該返還を命じた分担金の額に充てるものとする。 

２ 都が前条第２項の規定により被支援団体に延滞金の納付を命じた場合において、返還

を命じた分担金の未納付額の一部が納付されたときは、当該納付の日の翌日以後の期間

に係る延滞金の計算の基礎となるべき未納付額は、その納付金額を控除した額によるも

のとする。 

 

（個人情報の取扱い） 

第 19条 都及び被支援団体が、分担業務により取得した個人情報（以下「取得個人情

報」という。）は、各々が保有する個人情報とする。 

２ 都及び被支援団体は、各々が保有する取得個人情報を、相互に共同して利用する。こ

の際、都及び被支援団体は、共同して利用する取得個人情報の項目、都及び被支援団体

において共同して利用する旨、共同して利用する目的及び当該個人情報の管理について

責任を有する者について、あらかじめ当該個人情報の本人(当該個人情報によって識別

される特定の個人をいう。)が知ることができるよう措置する。 

３ 都及び被支援団体は、各々が保有する取得個人情報及び前項の規定により共同して利

用する取得個人情報の取扱いについて、関連法令等を遵守し、適正に管理を行う。 

４ 都又は被支援団体の故意又は過失により事故が生じた場合は、各々の責任及び費用負

担によりこれを解決する。 

５ 都又は被支援団体の一方が、他方の保有する取得個人情報の取扱いについて、第三者

に委託を行う場合は、当該委託を受ける者及びその者における当該個人情報の取扱いに

係る管理状況について、他方に文書で報告する。 

６ 都及び被支援団体は、事業が終了したときは、各々が保有する取得個人情報につい

て、法令等にあらかじめ定められた保存年限に従い保管した後、適正に破棄する。 
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（状況報告） 

第 20条 都は、支援事業の円滑適正な遂行を図るため、必要があると認めるときは、そ

の遂行状況に関し、被支援団体に対し報告させるものとする。 

 

（申請内容の変更・取下げ） 

第 21条 被支援団体は申請内容に変更が生じた場合、または支援を取り下げる場合は、

速やかに「令和２年度国際スポーツ大会誘致支援事業 申請内容の変更・取下書」（第

10号様式）を都に提出し、あらかじめ都の承認を得るものとする。ただし、軽微なも

のについては、報告をもって代えることができる。 

２ 都は、前項により被支援団体が提出した申請書の内容を審査の上、「令和２年度国際

スポーツ大会誘致支援事業 申請内容の変更・取下に係る通知書」（第 11号様式）によ

り被支援団体に通知する。 

 

（事業の全部又は一部の中止） 

第 22条 被支援団体は、天変地異や不測の事故等、自らの責めによらない事由により、

事業の全部又は一部を中止するときは、事前に都と協議するものとする。 

２ 被支援団体の責により、事業の全部又は一部が実施されなかった場合、未実施になっ

たことに伴う経費一切は支援の対象外とする。 

３ 被支援団体は、前２項の規定により事業の全部又は一部を中止したときは、第 13条

に準じ報告を行うものとする。 

 

（東京都名義の使用） 

第 23条 被支援団体は、都の名義を使用して印刷物等を作成する場合には、事前に原稿

を都に提出し、その承認を得るものとする。 

２ 被支援団体は、協賛者等が都の名義を使用して印刷物等を作成する場合には、前項の

規定と同様の措置を行うものとする。 

 

(その他) 

第 24条 この要綱に定めのない事項は、これを別に定める。 

 

 

  附則 

  この要綱は、令和２年 11月 30日から施行する。 
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別表１（支援内容） 

 内容 

経費の支援 

１ 誘致に係る経費については、対象経費の２分の１を支援するこ

ととし、１大会当たりの支援の上限額は 400万円とする。ただ

し、誘致が複数年にわたる場合は、当該期間を通じて上記金額の

範囲内で支援する。 

２ 各年度の支援大会数は、後年度の支援予定を考慮しつつ、各年

度の予算の範囲内で設定する。 

３ 本事業の収支決算において、余剰金が生じたときは、その余剰

金額を１に規定する額から控除する。 

４ 本事業の収支決算において、欠損金が生じたときは、被支援団

体の負担とする。 

その他の支援 

次の支援が必要な場合には、都度、都に協議するものとする。 

１ 東京都名義の使用 

２ 誘致活動に係る応援レターの発出（都に責任が生じるものを除

く。） 

３ その他 

 

 

別表２（支援対象経費及び対象外経費） 

支援対象経費 

対象大会の誘致活動に係る事務経費（広報宣伝費、印刷製本費、翻

訳費等）、その他特に必要と認められる経費。ただし、使途が明示さ

れた補助金その他の収入を含まないものとする。 

対象外経費 

(1) 被支援団体の責により誘致活動が未実施となったことに伴い生

じた経費  

(2) 事業目的に照らし、都の事業として支援することが適当でない 

 と認められる経費 

 


